
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
八
巻
第
二
号

平
成
十
二
年
三
月

二
六
〇

日
本
唯
識
に
お
け
る
論
義
に
関
す
る

一
考
察

―

「若
論
顕
理
」
を
中
心
と
し
て
―

後

藤

康

夫

日
本

に
お
け
る
唯
識
教
学
の
展
開
は
、
中
国
唐
代

の
玄
婁
三
蔵

(六
〇

二
～
六
六
四
)
に
よ
る
新
た
な
翻
訳
以
降
、
そ
の
法
脈

の
慈
恩
大
師
基

(六
三
二
～
六
八
二
)
・
酒
洲
大
師
慧
沼

(六
四
八
～
七

一
二
)
・
撲
揚
大
師

智
周

(六
六
八
～
七
二
三
)
の
三
祖
を
承
け
た
伝
来
に
始
ま
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
南
都

の
南
北
両
寺
に
伝
わ
っ
た
唯
識
教
学
は
、
三
祖

の
定
判

に
基
づ
き
な
が
ら
も
や
が
て
独
自
の
展
開
を
す
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の

一
つ
が
平
安
期
か
ら
作
成
さ
れ
初
め
鎌
倉
期

・
室
町
期
に
か
け
て

数
多
く
作
成
さ
れ
た
短
釈
と
呼
ば
れ
る
論
義

の
出
現
で
あ
る
。
こ
れ
は

護
法
正
義

に
立

っ
玄
　
訳
出
の

『成
唯
識
論
』
(『成
論
』
と
略
称
)
等
に

基
づ
き
本
文
等
を
各
論
題
と
し
て

一
つ
一
つ
取
り
出
し
問
答
形
式

で
解

釈
し
て
ゆ
く
も
の
で
、
往
々
に
し
て
南
北
両
寺
伝
を
超
え
て
解
釈

の
相

違
を
も
た
ら
し
以
後

の
教
義
展
開
を
複
雑
に
さ
せ
て
い
る
、
ま
た
成
立

背
景
の

一
つ
に
は
講
会
等
々
の
論
義
の
場
に
関
わ

っ
て
教
学
研
鐙

の
た

め
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
大
部
の
も
の
で
は
、
菩
提
院
蔵
俊

(
一
一
〇
四
～

一
一
八
〇
)
の

『菩
提
院
抄
』
、
解
脱
房
貞
慶

(
一
一
五
五

～

一
二

一
三
)
の

『尋
思
紗
』
『尋
思
紗
別
要
』、
聖
覚
房

(正
学
房
)
良

　
コ
　

算
編
纂

の

『同
学
紗
』
、
知
足
院
英
弘
の

『知
足
抄
』
等

の
論
義

の
抄
、

及
び
資
料
集
と
し
て
の

『本
文
抄
』
が
存
し
て
お
り
、
小
部

の
も
の
で

は
多
く
の
学
僧
の
手
に
な
る
短
釈
類
が
残
さ
れ

て
い
る
。
現
在

で
は
少

数
な
が
ら
も
専
門
分
野
を
異
に
す
る
研
究
者
達

に
よ
っ
て
研
究

が
始
め

　　
　

ら
れ
て
お
り
、
既
に
幾

つ
か
の
研
究
成
果
も
出

て
き
て
い
る
。
ま
た
現

時
点
で
は
幾

つ
か
の
大
学
図
書
館
を
は
じ
め
と
し
て
南
都

の
法
相
系
各

寺
や
地
方
寺
院
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数

量
も
膨
大
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
今
日
、
唯
識
教
学
展
開
の

一
端
を
探
る
意
図
か
ら
も
従
来
看
過
さ
れ
て
き
た
こ
の
短
釈
類
を
考
察

対
象
に
取
り
上
げ
る
必
要
が
存
す
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
し
て
や
論
義
が

法
相
宗
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
広
く
他
宗
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
論

義
研
究

の
必
要
性
は
高

い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
よ
つ
て
本
稿

で
は
、

唯
識
教
学

の
展
開

の
上
か
ら
も
重
要
な
数
多

の
短
釈
類

の
う
ち
、
定
判

を
踏
ま
え
て
細
釈
し
て
い
る
も
の
と
し
て
真
理
を
顕
証
す
る
場
合
何
に

よ
る
べ
き
か
問
題
と
す
る

「若
論
顕
理
」
と
い
う
論
義
を
取
り
上
げ
て

珈
か
考
察
を
加
え
る
た
め
の
緒
と
す
る
所
存

で
あ
る
。
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日
本
唯
識

に
お
け
る
論
義
に
関
す
る

一
考

察

(後

藤

)

二
六

一

さ
て
、

こ
の
論
義
題
目
は

『成
論
』
造
論
意
趣
を
解
釈
し
た
慈
恩
基

の

『
述
記
』
を
踏
ま
え

て
釈
し
た
智
周

の

『演
秘
』
に
出

て
く
る
文

　ヨ言
に
よ

つ
て
お
り
、
無
漏
智
品
が
真
理
を
証
す
る
場
合
に
有
観
に
よ
る

べ
き
か
否
か
を
発
端
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
既
に
鎌
倉
初
期

の
貞
慶

の

『尋
思
紗
』
に
五
重
唯
識
と
の
関
連
で
言
及
さ
れ
、
単
独
論
義
と
し
て

は

『同
学
紗
』
に
示
さ
れ
、
以
後
そ
れ
を
論
義

の
指
南
と
し
て
幾

つ
も

　
　
　

の
短
釈
が
著
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
論
義
で
あ
る
。
抑
も

『成
論
』
巻
頭

に
は
、
論

の
制
作
意
図
を
明
ら
か
に
し
て
護
法
等

の
各
論
師

の
見
解
が

示
さ
れ
、
正
解
を
生
じ
て
煩
悩
障

・
所
知
障

の
二
障
や
我
法

の
二
執
を

断
じ
真
解

脱
と
大
菩
提

の
二
勝
果
を
得
さ
せ
る

「悟
断
得
果
」、
我
法

の
二
空
に
達
し
て
唯
識
性
を
悟
ら
せ
る

「達
空
悟
性
」
、
外
境
は
内
識

の
よ
う
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
執
や
諸
識
は
用
き
は
別
々
で
も

体
は
同
じ
等
と
執
す
る
種
々
の
邪
執
を
破
折
し
唯
識

の
道
理
を
顕
わ
す

　　
　

「破
執
顕

理
」
の
都
合
三
解
を
立

て
て
い
る
。
『述
記
』
に
よ
れ
ぼ
そ
れ

　　
　

そ
れ
順
に
安
慧
等
、
火
弁
等
、
護
法
等
の
解
と
釈
さ
れ
、
こ
こ
で
は
護

法
の
解

の
み
を
採
る
わ
け
で
な
く
他
の
解
を
も
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
。

こ
の
中
で
日
本
で
注
目
さ
れ
て
く
る
も
の
は
初
解
で
あ
る
。
初
解
と
は

「為
下
於
二
二
空

一有
二迷
謬
一者
生
中
正
解
上故
。
…
…
若
証
二
二
空

一彼
障
随

　　
　

断
。
断
レ
障
為
レ
得
二
二
勝
果
一故
」
と
言
う
よ
う
に
二
空
に
迷

・
謬
す
る

者
に
対
し

て
正
解
を
生
じ
さ
せ
る
と
す
る
解
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
釈
し

て

『述
記

』
巻

一
で
は
、
正
し
く
二
空
を
了
解
さ
せ
る
点

に
関
し
て

「何
謂
二
二
空

一。
謂
即
生
法
。
先
云
二
人
我
一今
説
為
レ生
。
但
説
二
於
人

我

一不

レ
該

二
余

趣

一故

。
彼

皆

執

レ
有

。

此

説

為

レ
空

。

空

即
彼

無

。

無

二

別

体

嚇也

。

智

縁

レ
空

起

。

為

二
所
由

門

一。

顕

二
二
真
如

一名

二
二
空

理

一。

理

体

錐

レ
有

離

レ
有

離

レ
空

。

非

二
性

是

空

一
。

説

為

二
二
空

一。

従

二
能

顕

一

　　
　

説

。

…

…
是

二
空

所

顕

実

性

。

故

言

レ
空

者

従

二
能

顕

一説

」

と

生
空

に

加

え

法

執

に
対

す

る
法

空

を

も
説

く

点

を

説

示

し

た
後

、

こ

の

二
空

と

は
空

そ

の
も

の
を
指

す

と
言

う

よ

り

も

二
空

所
顕

の
理

で
あ

る
と

述

す

よ
う

に

「空

」

と

い
う

能

顕

側

か

ら

の
説

明

で

あ

る

こ
と

を

示

し

て

い

る
。

こ
れ

を
受

け

て
智

周

は
、

『
演

秘

』

に

お

い
て
更

に

そ

の
所

顕

の

理

に
関

し

て
釈

を

進

め

て
、
有

執

に
対

し

て
空

を
説

く

こ
と

や

空

執

に

対

し

て
有

と

説

く

こ
と
等

の
有

空

執

と
空

有

観

の
問

題

を

も

論

じ

て

い

る
。

即

ち

、

問
衆
生
執
レ
有
。
以
レ
空
為
レ
門
破
レ
病
顕

レ
理
。
衆
生
執
レ
空
。
応
二
有
為
レ
門
遣
レ

執
明

一レ
理
。
答
若
破
二
空
病

一説
レ
有
能
除
。
若
論

レ顕

レ理
要
資
二
空
観

一。
問
有

観
有
相
即
不
レ顕

レ
理
。
空
相
不
レ
遣
豊
得

レ理
耶
。
答
由
二
空
為

τ
門
遣
二
能
所
取

　
　
　

一。
方
混
二
二
相
一而
能
証
レ理
。
従
二所
由
門
一名
二
空
顕
τ
理
。
理
亦
無
レ失
。

と
、
確
か
に
空
に
迷
う
場
合
に
は
有
を
説

い
て
執
を
除
く
が
能
取
所
取

の
二
相
を
遣
り
真
理
を
顕
証
す
る
場
合
に
は
所
由
の
観
点
よ
り
空
観
に

よ
る
べ
き
と
釈
し
て
い
る
。
同
法
脈
の
如
理
も

『義
演
』
や

『演
秘
釈
』

　　
　

に
お
い
て
細
か
な
点
は
別
と
し
て
概
ね
同
様
に
釈
し
て
い
る
。
理
を
証

す
る
に
は
あ
く
ま
で
も
空
に
よ
る
と
す
る
捉
え
方
は
、
当
然
日
本
唯
識

に
お
い
て
も
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
有
観
空
観

の
関
係
等

智
周
の
見
解
を
巡
っ
て
珈
か
論
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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日
本
唯
識
に
お
け
る
論
義

に
関
す

る

一
考
察

(後

…藤
)

二
六
二

日
本

唯

識

に

お

い

て

こ

の
件

が
取

り
上

げ

ら

れ
論

議

さ
れ

て
く

る

の

は

、

『
成

論

』
等

に

基

づ

く

教

義

の
考

察

を

一
論

義

ご

と

に
行

っ

て

い

く

よ

う

に

な

る
時

期

か
ら

と
考

え

ら

れ

る

が

、
現

存

す

る
も

の
と

し

て

は

ま
ず

先

述

の
鎌

倉

期

の
貞

慶

の

『尋

思
紗

』

が
存

す

る
。

そ

の
同

書

巻

一
の
造
論

縁

起

段

に

お

い
て

、

問
依

二有
観

一可
レ
顕
二
真
理

一耶
。
答
不
レ
ホ
。
付
レ
之
顕
二
真
理

一要
由

レ
除
レ
障
而

有
観

巳
除
レ
執
何
不
レ
顕
二
真
理

一耶
。
依
レ
之
摂
大
乗
論
中
明
二
三
性
観

門

一遍
計

空
依

円
有

正
証
二
真
理

一云

云
。
此
豊
非
下
依

二
有
空

観
門

一同
証
吉
理

耶
。
末

云
。
演
秘
依
レ教
破

レ執
修

レ観

顕
レ
理
。
前
後
浅
深
相
待
弁

レ之
。
是

以
為
二
執
レ

空
之
類

一可
レ
説
二
依
円
有

一聞

レ之
。
除
二
空
執

一所
レ
謂
慈
尊
説
二
五
部

論

一破
二
衆

生
空

見

一等
也

。
錐

レ
観
二
中
道

一正
猶

以
レ
有
似
レ
真
也
。
若
信
二
解
中
道

一了
後

　　
　

自
発
二
三
慧

一漸
次
修
習
之
時
将

レ
入
レ
理
之
方
便

以
レ空
為
レ
本
所
レ
増
加
行
位
尋

思
如
実
智
等
也
。
設
資
糧
中
亦

錐
二
縁
正
性
観

一正
当
二
加
行
位

一。
空
観
者
不
二

必
単
空
行
解

一以
二
空
観
功
能

一顕

二
証
真
理

一。
帯
レ
相
有
所
得
之
観
不
レ
能
レ
証
レ

　ね
　

理
故
。
設
其
有
所
得
中
猶
前
後
位
相
対
漸
進
漸
悟
皆
前
空
観
力
也
。為
レ言
。…
…

と
説

い
て
い
る
。
理
を
証
す
る
上
で
二
障
を
滅
除
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
有
空
執
を
空
有
観
に
よ
っ
て
滅
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
の

一
方
空

観
と
は
、
加
行
位
に
お
け
る
尋
思
観
如
実
智
観
を
例
に
挙
げ
理
に
悟
入

す
る
た
め
の
観
と
し
、
更
に
単
な
る
空
の
行
解
で
は
な
い
と

「単
空
」

(偏
空
)
を
否
定
し
て
空
有
相
を
帯
び
な
い
空
観
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
た
と
え
未
だ
有
所
得
の
位
に
あ
つ
て
も
漸
進
漸
悟
で

き
る
こ
と
も
空
観
に
よ
る
と
述

べ
て
そ
の
空
観
を
強
調
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
空
観
が
五
重
唯
識
の
初
重
遣
虚
存
実
識
或
い
は
第
五
重
遣
相
証

　む
　

性
識

の
ど
れ
を
指
す
の
か
と
い
う
論
議
を
展
開
さ
せ
る
上
で
ま
ず
論
じ

ら
れ
て
い
る
た
め
こ
れ
以
上
の
説
述
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
空
執
に
対

す
る
有
観
と
対
に
な
る
有
執
に
対
す
る
空
観
と
真
理
を
顕
証
す
る
空
観

と
の
区
別
を
明
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ぼ
、
理
を
顕
証

す
る
空
観
と
は
中
道
の
観
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。

こ
れ
は
や
が
て
顕
理
の
空
観
や
執
破

の
有
空
対
遣
と
い
う
短
釈
に
連
な

る
も
の
で
あ
ろ
う
ゆ

貞
慶

の

『尋
思
紗
』
撰
述
に
深
く
関
わ

つ
た
弟
子
良
算
は
自
編
の

『同
学
紗
』
に
お
い
て

「若
論
顕
理
」

と
い
う
論
題

の
下
で
少
し
論
議

　ぜ

し
て
お
り
、
ま
た
資
料
集
と
し
て

『本
文
抄
』
が
存
す
る
。
管
見
で
は

あ
る
が
彼
は
当
該
論
義
に
つ
い
て

「転
職
頼
耶
」
等

の
例
と
異
な
り
別

紙
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
独
自

の
見
解
は
提
示
し
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
解
釈
を
纏
め
て
示
し
そ
の
意
味
で
は
後
世
の

論
義
よ
り
す
れ
ば
指
南
と
な
る
論
義
で
あ
ろ
う
。
さ
て
そ
の
論
義
と
は

既
述

の
通
り
無
漏
智
が
真
理
を
顕
証
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
有
観
に
よ

る
の
か
を
発
問
と
す
る
が
、
彼
は
こ
れ
に
つ
い
て
宗
家
の
所
定

(認
め

ら
れ
た
見
解
)
と
し
て
有
観
に
よ
つ
て
は
真
理
を
顕
証
で
き
な
い
こ
と

を
明
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
先
徳

の
解
釈
を
踏
ま
え
た
当
然

の
解
で
は

あ
る
が
、
さ
ら
に
迷
謬

の
種
々
不
同
と
い
う
難
に
対
し
て
次

の
よ
う
に

纏
め
て
、

答
誠
如
二疑
難
↓。
破
二有
空
執
一必
依
二空
有
観
門
一。
能
治
所
治
。
其
理
必
然

故
。
判
下遣
者
空
観
対
二破
有
執
一。
存
者
有
観
対
二遣
空
執
一。
今
観
二空
有
一而
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日
本
唯
識

に
お
け

る
論
義

に
関
す
る

一
考
察

(後

藤
)

二
六
三

遣
中
有
空
上
。
即
此
意
也
。
但
顕
二
真
理

一必
由

二空
観

一。
真
理
無
相
豊
以
二
有
観

―為
レ
門
耶
。
以
レ
空
為
レ
門
故
。
云
三

一空
真
如

一。
述
下
謂

要
観
二
彼
遍
計
所
執

空

一為
レ
門
故
。
入
中
於
真
性
上
。
深
存
二
此
旨

一也
。
此
則
智

与
二
真
如

一平
等
平

等

倶
離

二能
取

所
取
相

一故
。
住
工無
所
得

心
一。
親
証
二
法
性

一故
。
若
有
観
者
。

　お
　

豊
証
二無
相
理
一耶
。
…
…

と
答
え

て
い
る
。
こ
れ
は
能
治
所
治

の
観
点
か
ら
言
え
ば
有
空
執
を
空

　
　
　

有
観

に
よ
っ
て
遣
破
す
る
こ
と
を

『義
林
章
』
巻

一
を
挙
げ

て
五
重
唯

識

の
初
重
遣
虚
存
実
識
に
相
当
す
る
と
し
た
上
で
、
智
が
理
を
証
す
る

場
合
の
理
智

の
冥
合
や
二
空
に
よ
り
顕
わ
さ
れ
る
真
如
と
い
う
点
か
ら

も
真
理

・
法
性
を
顕
証
で
き
る
の
は
空
観
に
他
な
ら
ず
、
有
観
に
よ
つ

て
は
不
可
能
と
論
じ
て
い
る
。

こ
の
教
証
と
し
て

『広
百
論
釈
論
』
巻

　じ

六

や

『
演

秘

』

巻

一
を

引

用

す

る

が

、

特

に
前

書

の

「有

レ
有

有

等

皆

順

二
執

心

一。
空

レ
空

空

等

皆

違

二
妄

執

一。
故

有

智

者

聞

二
説

レ
空

言

一
。
応

　　
　

下
離
二
一
切
有
無
等
執
一。
悟
中法
真
理
非
レ有
非
上レ無
」
と
い
う
所
引
か
ら

も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
真
理
悟
入
に
つ
い
て
有
観
に
対
す
る
空
観

の
絶

対
的
な
優
位
性
を
指
摘
し
結
論
付
け
て
い
る
。
こ
の
論
義
か
ら
は
空
観

が
理
を
顕
証
す
る
点

に
つ
い
て
明
解
に
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り

こ
の

『同
学
紗

』
の
解
を
理
を
顕
わ
す
門
と
し
て
有
空
観
を
把
捉
し
て
い
る

と
言
え
、
こ
れ
が
や
が
て
諸
門
を
立
て
て
空
有
観
を
釈
す
よ
う
に
な
る
。

次
い
で
講
会
の
準
備
や
教
学
研
鐙

の
た
め
小
部
の
短
釈
が
多
く
作
成

さ
れ
て
ゆ
き
、
本
論
義
も
現
存
す
る
も
の
で
二
十
余
部
程
あ
る
。
現
時

点

で
未

だ
披
見
で
き
な
い
短
釈
を
除
く
と
し
て
も
、
自
ら
の
義
や
厳
寛

法
印
の
口
伝
そ
の
他
の
論
義
を
集
め
た
善
実
の
短
釈
、
十
有
余

の
問
難

お
　

を
順
次
挙
げ
る
経
実
の
短
釈
、
宝
積
院

の
文
集

や
縁
円

の
義
を
含
む
長

　　

胤
の
短
釈
、
興
基

の
案
を
短
釈
等

々
種

々
の
短
釈
が
あ
る
。
こ
の
内
注

目
し
て
お
い
て
よ
い
短
釈
の

一
つ
に
光
胤

(
一
三
九
六
～

一
四
七
八
)
の

も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
彼
は

『唯
識
論
聞
書
』
の
談
義
書
や

　
れ
　

短
釈
を
著
し
た
室
町
期
学
僧

の

一
人
で
あ
る
。

た
だ

『聞
書
』
に
残
さ

　の
　

れ
て
い
な
い
が
、
短
釈
に

「凡
断
惑
理
証
性
相
聖
者
聞
証
之
観
門
」
と

述
べ
る
よ
う
に
当
論
義
を
重
要
な
法
門
と
見
な

し
て
お
り
都
合
三
重

の

問
答
を
行

つ
て
い
る
。
た
だ
初
重

の
み
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
二

重
で
は

『同
学
紗
』
と
同
様
の
説
明
を
し
こ
れ
が
真
理
を
顕
証
す
る
真

理
観
門
に
あ
た
る
と
い
て
い
る
。
当
時
論
義
に
は

「成
申
義
勢
執
破
顕

　　

理
証
知
三
重
置
義
候
」
と
理
を
顕
わ
す
顕
理
門

と
理
に
冥
合
す
る
証
知

門
と
有
空
執
を
遣
る
執
破
門

(遣
執
門
)
の
三
門
と
が
説
か
れ
て
お
り
、

第
二
重
は
顕
理
門
で
、
第
三
重

で
は
こ
れ
に
関

し
空
有
に
つ
い
て
多
岐

に
亘
り
説
い
て
い
る
。
今
地
前
と
地
上
と
に
分

け
て
見
て
み
る
な
ら
ぼ
、

次
於
二地
前
相
似
観
一見
二顕
理
証
知
義
門
一歎
事
相
似
実
証
可
二相
比
一謂
候
間

其
義
談
候
。
其
顕
理
空
観
証
知
有
観
候
。
就
レ此
肝
要
顕
理
証
知
姿
前
后
候
。

抑
遣
虚
存
実
時
…
…
何
観
除
ト
ア
キ
ラ
メ
候
ヘ
ハ
有
無

一
異
等
妄
執
悉
空
観

所
除
候
。
さ
候
時
空
観
顕
理
所
由
門
ナ
ル
ベ
ケ
レ
ト
成
申
。
講
答
大
網
候
。
所

詮
払
レ雲
外
顕
レ月
道
理
ナ
ヰ
テ
候
。
遣
二執
心
一外
顕
理
方
便
ア
ル
マ
シ
ヰ
キ

歎
存
候
…
…
教
益
執
破
時
有
空
対
遣

一
門
ア
ル
テ
候
。
…
…
三
慧
観
道
入
之

時
有
空
二
観
遮
情
表
徳
二
門
分
候
間
空
観
先
遣
一
一
切
妄
執
一有
観
冥
二合
理
体
一
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日
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唯
識

に
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け
る
論
義

に
関
す

る

一
考
察

(後

藤
)

二
六
四

　　

候
。
講
答
才
学
此
分
之
。

と
説
き
、
地
前

の
相
似
の
観
で
は
顕
理
の
用
は
空
観
と
し
証
知
の
用
は

有
観
と
見

て
両
者
を
区
別
し
、
妄
執
は
空
観
に
よ
っ
て
除
か
れ
る
た
め

こ
れ
が
顕
理
の
所
由
門
と
な
る
と
述
べ
る
等
執
着
心
を
遣
る
こ
と
を
顕

理
と
捉

え
て
い
る
。
即
ち
こ
こ
で
の
空
観
に
は
証
知

の
用
は
な
く
空
観

は
妄
執

を
遣
る
遮
情

の
行
相
で
あ
っ
て
、
理
に
向
か
っ
て
証
知
す
る
有

観
と

の
二
観
同
時
に
遮
表
の
二
用
を
起

こ
す
段
階
で
あ
り
、
ま
た
こ
こ

は
空
有
観
に
よ
つ
て
有
空
執
を
遣
る
有
空
対
遣

の
執
破
門
と
も
さ
れ
て

い
る
。

つ
ま
り
三
門
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
有
観

の
特
色
あ
る

釈
や
空
観
の
は
た
ら
き
を
三
門
に
よ
り
遺
漏

の
な
い
釈
を
示
そ
う
と
し

て
い
る
。
次
に
地
上
は
、

観
門
位
事
。
先
所
顕
理
地
上
実
証
真
理
候
。
付
レ之
顕
理
証
知
観
定
候
時
。
顕

理
地
前
四
善
根
観
解
。
証
知
見
道
実
証
本
智
。
先
大
綱
定
置
候
。
但
実
証
冥

合
位
有
二顕
理
空
観
一歎
事
有
二子
細
一篇
篇
候
就
下其
許
二実
証
顕
理
一義
上
証
知

即
顕
理
申
候
無
故
彼
一
義
候
ヘ
ト
モ
亡
二
二
取
一辺
顕
理
空
観
取
義
成
申
候
。

…
…
一
地
上
実
証
位
有
二顕
理
証
知
二
辺
一文
○
事
。
答
本
智
冥
合
倶
離
二能
取

　　

所
取
相
一故
説
候
間
此
位
不
見
二
取
空
観
ア
ル
事
分
明
候
。

と
述

べ
、
本
来

の
所
顕

の
理
を
地
前
で
は
な
く
地
上
実
証
の
真
理
に
お

い
て
い
る
。
こ
の
場
合
二
門
を
見
る
と
初
地
入
見
道

の
た
め
に
は
顕
理

を
地
前

四
善
根
観
と
し
証
知
を
見
道
実
証
の
本
智
と
見
な
し
、
入
見
道

と
は
顕

理
し
て
証
知
す
る
と
い
う
捉
え
方
と
な
る
。
し
か
し
地
上
に
お

け
る
実
証
位

の
段
階
と
な
っ
て
は
、
顕
理
と
証
知

の
両
者
を
認
め
実
証

に
て
二
取
を
離
れ
る
顕
理
の
空
観
が
存
す
る
と
捉
え
て
い
る
。
つ
ま
り

二
門
同
時
に
立

っ
て
理
を
顕
証
す
る
点
を
示
し

て
い
よ
う
。
以
上
こ
の

地
前
と
地
上
と
二
つ
を
分
け
て
説
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
従
来
の
説
き

方
を
補
っ
て
明
解
に
示
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と

が
読
み
と
れ
よ
う
。
地

前
で
の
理
を
顕
わ
す
顕
理
門
と
理
に
冥
合
す
る
証
知
門
と
の
区
別
は
遮

表
の
空
観
有
観
各
々
の
違

い
に
よ
る
と
し
、
有
空
執
を
空
有
観
に
よ
り

対
治
す
る
執
破
門
を
認
め
空
有
観
の
空
観
と
理
を
顕
わ
す
空
観
と
の
相

違
を
説
示
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
種
々
の
空
観
の
は
た
ら
き
の
重
層
性
を

説
い
て
い
る
。
更
に
地
上
で
は
そ
の
顕
理
と
証
知
の
並
ぶ
点
を
説
き
真

理
を
顕
証
す
る
空
観
を
示
し
て
い
る
。
上
記

に
示
す
三
重
問
答

の
中

『同
学
紗
』
解
釈
を
踏
襲
す
る
解
も
あ
れ
ば
、

顕
理
と
証
知
を
分
け
る

等
同
書
に
見
ら
れ
な
い
新
た
な
解
釈
が
提
示
さ
れ
る
解
も
あ
り
、
空
観

を
巡
る
釈
を
諸
門
に
よ
っ
て
構
成
し
て
い
る
点

に
特
徴
が
見
ら
れ
よ
う
。

唯
識
教
学
伝
来
後
、
『成
論
』
等
に
基
づ
く
論
義

の
考
察
が
行
わ
れ

て
い
く
と

一
つ
一
つ
の
教
義
を
微
に
入
り
細
に
一旦
つ
て
解
釈

・
会
通
し

整
合
性
を
求
め
る
結
果
、
中
に
は
重
箱
の
角
を

つ
つ
く
些
末
な
論
義
も

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

一
方
で
独
特
の
教
学
展
開
を
果
た
し
て
い
る

も
の
も
少
な
く
な
い
。
今
回
取
り
上
げ
た
論
義
は
、
『成
論
』
『述
記
』

等
か
ら

『演
秘
』
に
到
る
祖
師

の
解
釈
を
踏
ま
え
て
、
五
重
唯
識
と
の

関
連
や
空
有
観
と
空
観
の
問
題

で

一
定

の
働
き
を
し
て
い
る
『尋
思
紗
』

の
解
釈
、
ま
た
理
を
顕
わ
す
空
観
に
関
す
る

『同
学
紗
』
の
解
釈
、
更

に
光
胤
の
短
釈
に
お
け
る
見
解
等
々
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
空
観
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日
本
唯
識

に
お
け
る
論

義
に
関
す

る

一
考
察

(後

藤

)

二
六
五

を
空

有

観

の
空

観

と

理

を

顕

証

す

る
観

と

の

二

つ
を
ど

の

よ
う

に
説

き

明

か

せ

る

の
か

と

い
う

こ
と

で
論

じ

ら

れ

て
き

た

も

の
が

、

顕

理

門

・

証

知

門

・
執

破

門

等

に

こ

れ

を
幾

つ
に
も

分

け

て
説

く

と

い
う

よ

う

に

空

有

観

を

細

釈

し

て

い
く

展

開

を

し

て

い
る

も

の

で
あ

る
。

こ

の
空

有

観

解

釈

に

は
両

親

に

対

す

る

独

特

の
見

方

が
あ

り

、
今

回

僅

か

な

例

で

は

あ

る

が

唯

識

教

学

を

如

何

に

論

理

的

過

失

な

く

説

き

明

か

す

か

で

様

々

に

釈

さ

れ

て
き

た

日
本

唯

識

に

お

い

て
論

義

の
考

察

は
教

学

展

開

を

探

る

一
助

と

言

っ
て

も
過

言

で
は

な

い

で
あ

ろ
う

。

1

『菩
提
院
鈔
』

『知
足
鈔

』
は
巻

六
現
存

(仏

全
)
。

2

『
南
都
仏
教
』

(未
刊
)

の

『
法
勝
寺
御
八
講
問
答
記
』
論
義

に
関
す

る

研
究

や
龍
大
仏
文
研
叢
書

VII

『
日
本
中
世

の
唯
識

思
想
』
等

々
参

照
。

3

大
正

四
三

・
八

一
六
上
。

4

「
『成
唯
識
論
同
学
鈔
』
の
研
究

(2
)
」
(龍
大
仏
文
研

紀
要
37
)
参
照
。

5

大
正
三

一
・
一
上
。

6

大
正
四
三

・
二
三
四
中
。

7

大
正
三

一
・
一
上
。

8

大
正
四
三

・
二
一二
四
下
。

9

大
正
四
三

・
八

一
六
上
～
中
。

10

『
義
演

』
巻

一

(卍
続
蔵

一
・
七

九

・
一
・
八
)
、
『
演
秘
釈
』
巻

一

(同

一
・
七
九

・
五

・
四
三
五
)
。

H
12

『
尋
思
鈔
』
巻

一

(龍

大
図
書
館
蔵
)
。
猶
本
文
中

の

「所
増
加

行
位

…
」
は

「所
謂
加
行
位
…
」
の
誤
字

と
考
え
ら
れ

る
。
亦

本
書

は
善
実

「若

論
顕
理
」

(薬
師
寺
蔵
)
等

に

一
指

南
書

と
し
て
書
名
記
載

あ
り
。

13

五
重
唯

識

へ
の
言
及

は
や
が
て
弁
範

(～

一
二
九
五
～
)

の

『五
重
略

問
答
』
(唯
識

五
重
問
答
抄
)
に
お
い

て

一
つ
の
展
開

を
見

る
こ
と
と
な

る

(拙
稿

「弁
範

『
五
重

略
問
答

』

に
お
け
る
初

重
唯
識

に
関

す
る

一
考
察
」

(仏
教
学
研
究
43
)
参

照
)
。

14

「問
依
二
有
観

一可
レ
顕
二真

理

一乎
」
(大

正
六

五
・
四
三
六
下
～
四
三
七
中

)

と

い
う
論
題

で
資
料
収
録
。
亦
作

者

は
従
来

説
か
れ
て
き
た
蔵
俊

よ
り
も

良
算

の
可
能
性
が
高

い
と
考

え
ら
れ

つ
つ
あ

る

(註
4
参

照
)
。

15

大
正
六
六

・
六
五
中
。

16

大
正
四
五

・
二
五
八
下
。

17

『
演
秘
』
巻

一

(大
正

四
三

・
八

一
六
上
)
引
用
。

18

大
正
三
〇

・
二

一
九
下
。

19

薬
師
寺
蔵
。

20

谷
大

図
書
館
蔵
。

21

新
た
な
研
究

は
弥

山
礼
知

「論
義

「許
現
起
職
」

に
対
す
る
光
胤

の
理

解

に

つ
い
て
」

(『
日
本
仏
教
文
化
論

叢
』
上

巻
所
収
)
参
照
。
亦

『
聞
書
』

等
光
胤

に

つ
い
て
は
同
氏
論

文
参
照
。

22
～
25

光
胤

「若
論

顕
理
」

(薬

師
寺
蔵
)
。

〈キ
ー

ワ
ー
ド
〉

論
義
、
短
釈
、
若
論

顕
理
、
顕
理
証
知
執
破
、
空
観

(龍
谷
大
学
非
常
勤
講
師
)

837


